
報
告
課
題
用
紙
② 

「
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
席
が
」 

◎
学
習
書
Ｐ
４
７
～
５
０ 

【
詩
の
学
習
の
前
に
・
・
・
】 

 

・
各
段
落 

「
連
」
※
こ
の
詩
は
第
一
連
か
ら
第
四
連
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
形
式
に
つ
い
て 

 

・
文
体 

 

文
語
体
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
口
語
体
（
現
代
仮
名
遣
い
） 

 

・
リ
ズ
ム 

定
型
詩
（
音
が
規
則
的
）
自
由
詩
（
音
が
不
規
則
） 

 

※
こ
の
詩
の
形
式
は
、「
口
語
自
由
詩
」
と
呼
ぶ
。 

 

問
二
、
詩
の
表
現
問
題 

 
 

繰
り
返
し
の
技
法 

＝ 

□
□
□
□
□
（
カ
タ
カ
ナ
５
文
字
） 

 
 

他
に
も
以
下
の
よ
う
な
技
法
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

・
倒
置
法 

 
 

・
体
言
止
め 

 

問
五
、 

 
 

「
あ
な
た
」
＝
恋
人 

 
 

「
多
く
の
者
」
と
は
何
か
。 

第
二
連
「
あ
な
た
に
は
父
が
あ
り
母
が
あ
っ
た
／
あ
な
た
に
は
属
す
る
教
会
が
あ
っ
た
」 

つ
ま
り
、「
あ
な
た
」
は
周
囲
と
の
関
係
の
中
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
表

し
て
い
る
。 

   

「
こ
の
世
」 

◎
学
習
書
Ｐ
５
１
～
５
４ 

 

問
一
、
詩
の
形
式 

 
 

〇
〇
□
□
詩
（
〇
〇
は
、
文
体
を
入
れ
、
□
□
に
は
リ
ズ
ム
の
有
無
で
答
え
ま
す
。） 

  



「
永
訣
の
朝
」 

◎
学
習
書
Ｐ
５
５
～
６
０ 

詩
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。 

作
者
（
宮
沢
賢
治
）
の
妹
（
ト
シ
）
が
死
を
前
に
し
て
、
兄
に
頼
み
ご
と
を
す
る
場
面
。
妹
の
兄
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
知
っ
た
作
者
が
、
妹
の
た
め
に
そ
の
願
い
を
叶
え
よ
う
と
す
る
。
詩
の
中
に
あ
る
自
然
描

写
は
作
者
や
妹
の
信
仰
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
え
る
。
妹
の
清
ら
か
な
様
子
を
象
徴
し
て
い
る
白
い
雪
、

ま
た
作
者
の
心
が
乱
れ
て
い
る
様
子
を
み
ぞ
れ
や
雲
で
表
し
て
い
る
。
銀
河
や
太
陽
は
宇
宙
の
一
部
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
輪
廻
転
生
の
思
想
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

問
二
、
② 

解
答
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
点
に
分
け
て
答
え
る
と
い
う
こ
と
。 

１
、
妹
の
気
持
ち 

２
、
妹
の
気
持
ち
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
作
者
の
心 

※
問
題
六
も
同
様
に
二
点
に
分
け
て
答
え
る
こ
と
。 

 

問
四
、
要
旨
を
押
さ
え
る
こ
と
。 

 
 

妹
の
願
い
を
叶
え
て
や
ろ
う
と
す
る
作
者
の
様
子
。 

 

問
五
、
要
旨
か
ら
解
答
を
導
く
。 

 

妹
の
死
に
よ
っ
て
不
安
や
恐
れ
が
あ
る
も
の
の
、
妹
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
こ
う
と
す

る
決
意
。 

 


